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1.　衛生加工剤 の薬剤耐性について，前回ではTest-

Tube 法を適 用し, その抗徽作用を検討し たが,今回は加

工剤 の寒天層 への拡散を測定す べく，一次元拡散法に よ

る実験 を試み た。ついで寒天層 への拡散が大であ り，且

つ耐 洗濯性の余 り期待出来ない 事よ り, 加工剤の織物へ

の浸 透吸着状態を究明すべ く，加工処理し た織物及び織

糸の断面観察によ り，組織学的に薬剤耐性 を検討し た。

2. 衛生加工剤で処理し た木綿， ウール，ナイロン の

各手織布を小試験管に注入し た寒天培地上に添付し,  96

時間放置後布を剥離し，接解面から寒天層への加工剤の

拡散度 を測定し た。 また処理し た織物お よび織糸をパ ラ

フィンで固定し， ミクロトー ムを用い て6 ～10  μ の 薄

片に切断し ，ジチソン法に よって織物内部 の水銀を検出

し た。

同様 に試料 の洗濯 を行 ない，洗液へ の水銀溶出量を光

電比色 計を用いて測定し ，加工剤 の耐 洗性を検討し た。

3.   0.5 % 処理における一次元拡散は，木綿が小 さく，

次いで ウール， ナイ ロンとなってい るが，濃度 が高 くな

るにつれて拡散高は増大してい く傾向にある。 また高濃

度（10% ）においては，織物，織糸共に内部 への浸透が

か なり明確に認 めら れたが，通常処理 の1% で はわずか

認 められたにすぎない。同様洗液 によ る水銀検出では布

中よりの加工剤溶出 が大で ある事が判明し た。


